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1. はじめに
この文書は標記ワークショップにおいて発表されるカメラレディ(ダイジェスト版)原稿書式です．このファイルを直接編集してお使いください．なお，ダイジェスト版原稿とあわせて，フルレングス版原稿も提出ください．
2. 余白

余白は上25mm，下30mm，左右20mm．活字サイズは本文10.5ポイント，見出し12ポイント，文献9ポイントとしてください．行間は15ポイントですが適宜変更して結構です．2ページ以降は第1行目から2段組にしてください．
2.1. ページ数
原稿は2ページです．また，ページ番号は入れないでください．
3. 使用言語

日本語を原則とします．英語の原稿及び発表をお考えの場合には，事務局へご相談ください．

4. 図表

図表見本を図1及び表１に示します．それそれ，見本のように直接原稿内に貼り付けてください．写真を用いる場合は鮮明なものをお使いください．
4.1. カラー
原稿は原則として，白黒印刷となります．カラー印刷については，実費ご負担の上で可能な場合もありますので，事務局へご相談ください． 

5. 査読結果

査読者のコメントは，より良い内容で執筆・発表していただくために有用です．是非ご活用ください． ダイジェスト原稿は2ページであるため簡潔にまとめる必要がありますが，講演申し込みで提出いただいた講演概要を基に査読結果を考慮し加筆・修正ください．
6. 提出期限
提出期限をお守りください．投稿される方々の便宜を図るため，原稿提出から印刷入稿までの時間的余裕がありません．原稿提出の遅れた論文は論文集に掲載されませんのでご承知おきください．

7. 提出方法

原稿は，原則5MBまでのPDFファイルにて提出してください．詳細については，ViEW2015ホームページ[3]の指示に従ってください．
8. 参加申込

発表者の方には参加申込をしていただきます．なお，採録論文に対して最低1名以上の参加登録が必要となります．
9. 脚注
脚注
は適宜お使いください．

10. 参考文献
適切な参考文献は読者によって非常に有益なものです．論文内容の客観性，分野における位置づけなどを示します．参考文献[1],[3]はこの例のようにカッコで示します．
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図1 ビジョンシステムの構成
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表1 実験の仕様
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� ここにこのように脚注の本文が入ります．
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